
別講様式第2号 (第8条関係)

議員に係る政務活動費収支報告等

令和5年3月 31日

糸満市議会議長 殿

議 員名 前
腎.翠 虞轟〉却

令和4年度政務活夢.1費収支報告にっいて

糸満市議会政務活動
―
費の交付に関する条ケlこ第8条第1項に基づきt別紙の

令和4年度政務活動費収支報告書を提幾します。



令和4年度政務活動費収支報告書

議 員 な 前囲 潤

1収  入

政務活動費 2403000 円

2支  出

3残  額 0円

項  目 金  額 備 .考

査 研 究 費謝  |

0

修 費研
‐

62,420
地方議員研究会「子育ての悩みど
と行政支援

^の
「不満JJ

報 費広 115,500 議会活動報告 (印昂ll、 折込代)

広  聴  費 0

要請・陳情活動費 0

会  議  雙 0

資 料 作 成 費 0

資 料 離 入 費 112,800
新 F耳目(日 本教育新聞"沖縄タイム
ス・疏球新報)、 書籍代

人  件  費 0

事 務 所 費 0

舎  請 290,720

(注)備考欄にすま、主たる支幾の内訳を記載する。



雑参考様式 ◇】

会 計 帳 簿 油田 潮会派幕叉は議員名

単位 :関
今イ瀬1年度

韓 4
支 出 項 露 (領収審等警鐵番号)

事務″f費人件費資料購入ブ文・

6

7

8

75,900

33, 000

6, 000

86,900

資料作成費会畿費
要納 '陳情

活動費
広蘊費広報費

一３
1と5,500

115,500

研修費

と

2

3

Ｏ

ｔ，

4

31.000

640

140

140

500

30,000

62,420

謎益移子究費
残 額

120,000

240〉 000

240,000

209,000

208,360

208,220

208,080

207,580

177,580

177,5SO

62,080

62, 080

29,08◇

23,OSO

IS,820

―と3,820

文魚釈

31,O00

640

14ぐl

140

500

30,000

115,500

33,000

6)OOO

36,900

253,820

'萩

入額

120,000

120,000

240,000

競   賀

政務滞猟

敢帯矯艶

苺1惨贄

父ユ方祟員研究夢fせ ミリー

分斉゙芽宝費

y代 ヽ

'と

¢資澄費
(荘 要Ⅲ～新聡)

巣外研修交通費
(新絡～右楽霞r)

県外研修交通費
(有楽町～浜松争r)

県外研修交通費
(浜松町～羽騨

'地方議員孵子究所セミナー
参加費

広隷費

機会韓待Fガ リ

資料離入費

樹本教育縦阻麟競朴

革♯簿lt

ⅢⅢ紳なタイムス難説洋:

や4月 へ′3央 貧滞

累 計

 ヽ 91

10. 11

1 上3

2114

a 1 岳

9
|

1 5

1 5

9 15

3 .14

1  lS

9‐ )3

2 98



【参考様式 (D】

会 計 帳 簿 前田 捜会派名又態議員名

単位 :円
令和4年度

備 考

支 出 項 目 (額収善等整理番号)

事務所費

|

人件費

イ
4

I

資料購入費

9

主

36,900

112,300

資料作成費会議費
要講

^・

陳情― 活動費
広聴費広報費

115,500

研修費

62,420

調査研究費
残 額

-5fジ ,720

=50,720

-50,720

-50,720

-50,720

-50,720

-50,720

-50,720

-50こ 720

-50,720

-50,720

-50,720

-50,720

-50,720

-50,720

-50, 720

支出額

36,900

290,720

収入額

240,000

摘   要

羽i球新章R離就料
(1月 ～3夷 分 )

黙 書「

月

|

3 26

|



研 修 費



研修報告
(令不口5年 2月 14日 ～15日 )

前田 潤



【参考様式 ②】

調査研究・研修活動実績報告書

※ 成果 '所感は別途報告様式に替えること
※ 面談者の名刺の写 しや写真等を添付する

政務活動費用

提出日浴わす年 3月 /B

るき

。

で
と

が

こ

議 員 氏 _名 前 田 潤
*会派の場合

会派名
会派代表者 印

調査 ,研修期 F露写 令和5年2月 14周 (火) ～ 令和 5年 2月 15日 (水 )

参加者氏名 前 顧 潤  ・ 大城 むつみ  ・ 伊敷 郁子

場所 (調査・研修先) 東京都千代田区有楽町1丁 目12-1新 有楽町ビル2階

調査・研修先説明者
1主催・地方議員研究会
講言下・曲下 真寝子

市政との関連性

子ども家庭庁が禁舜設される中、子育て支援の重要性は、益々本市でも重要課題で
す。とりわけ不登校児童や、ヤングケアラーも,段将題も深刻です。母子世帯や父子世
1帯等を含め子どもの育ちの保障をどう解決していくか現場の声を参考に課題解決
め糸園をつかめたらと思います。

目的 ι内容

l  ①現場からみる家庭教育支援 ②現場からみる不登校支援
議員が絶対知っておきたい現場視点。子育て世帯の「子育ての悩み」と行政
支援への「不満」
少子高齢社会だからこそ求められる家庭教育支援
家庭教育支援チームやチームや学校で家庭教育を支える
不登校予防は、将来の引きこもり予防
こども家庭庁設立における「こどもまんなか社会 }

成果・所感
(市政の課題等に
対 しどのように
参考になったか)

学校現場だけでは解決できない子供たちの教育問題がクローズアップされて
きている。当市でも不獲校の子供たちが数百名の上ると議会の答弁にもあつ
た。今回の研修では専μ彎の研究者であり多くの父母たちへのア ドバイス等で
実績のある講B市から多くの事例を通して学ぶことができた。 自分の学校時代
や 自分のr冷育て時代を思い出しながら、また知人の子 どもの不登校事例など
も比較しながら受講できた。受講 した内容から不登校の形は様々である。講
師は母子登校の事例を通 して叱 り過ぎてないか、学校へ行つてくれるならと
子 どもの言いなりになつてないかなど分析 して対応策を教えている。子ども
の不登校だけのFttFl題 ではなくて、家族丸ごとの関題 として捉えて父母への働
きかけやア ドバイスの必要性を説いている。不登校の子どもが登校に至るま
での段階ごとに適切な子 どもへの対応を父母にしてもらつた成功事例などを
紹介 tンていただいた。スク●ルカウンセラー、臨床心理士、スクールノ▼
シャルワーカーの学校への配置の重要性をといて、尚且つ視点の違 う三者を
統合 してより適切な対応を求めるお話もあつた。学校つて行かなくても良い
んだよねで子どもの不登校を良い意味で昔定するお話がある中でそれだけで
すむわけがない現実がある。行政 としてどう駁 り組むか、課題は多い。当市
においては解決策の事例を積み重ね、多様な施策を取 り組んでいただきた
い今私もこれらのことに資することができるように研擦を深めて取 り組むぉ



実績旅費等瞬月細書

政務活動費用

提出 日 ′公待 す 年 ♂ 月 / 日

,丘 3,1
1・ l

拳

議 員 氏 名 前  田 亨離]
*会派の場合 ヤ

会派名
会派代表者 Fp

要講 。
1見察研修 令和5年 2月 14日 (火)～令和5年2月 15日 (水 )

か加者氏名 前 調 潤・ 大 城 むつみ ・ 伊敷 冶ギ
`子

場・ 所
(要請 r研修先)

地方議員研究会 (東京都千代閣区有楽町1丁 目12-1新有楽町ビル2階 )

支出科目 調査研究費 研修費

調査研究 。研修活
動に要 1ノ た旅費等
経費

使途項目 内  容 金 額 備 考

航空券 那覇⇔東京ホテァレパック代金 31,000円

交通費 羽躙～新橋 640 円

新橋～有楽町 140 需

有楽町～浜松町 140 用

換松町～羽田 500 辮
―

セ ミサ―`ヽ参力H費 地方議会研究会 30,000 円|

円

円

円

円

円

円

合 計 62,420 円



【参考様式 ④】 領収書貼付用紙

整́理番号 /

【項ロユ
□ 調査研究費

国 会議費

研修費

□ 資料作成費

□ 広報費

資料購入費

□ 広聴費

□ 人件費

□ 要請・陳情活動費

園 事務所費

２

（あ
客
様
用
）

巻 千
、
く
υ υ :θ :υ

優し、国航空券f篭金 目/フ ーポジ券代金 園団体旅行代金 □申込金として

RECttIPT

了とサ
哺

√摂
まこノた●

様

銀蝦金額
紙

発4Uえ41どと̀

ン

差
ё つ′とヽ革 、,1ヽ R‐ ァノす指

ぺ
(渉 ヤ(ィ

711

B発 毎 應 露

式
発

い了 巻

領 穀 証
< Tz N宝

tク
1ノ ジソ|ん ~ド J止三工E守

1471-2
-4653

｀
とiと金鎮!ど は消誇税華¥ が含ま孝1(います。

＼ド 、1  ＼

メ′ 乾  ~ノ

五_沙燃年 ガ月
'ゴ

日

艤 蘊 鶏
マIダ  ジェン 1崇

転籍鶴轟臨

議メ鳳電組
'中

 兼電
OKINAVA

マIダ  ジュン 嶽
行先 9CSTINAT10N

1搭乗目 OATを

釣αγ,2月 14厨

460

搭乗日 DAf[

2023年1 2月 15「
l

行先 0にSriNAT,ON

使名 FI I観 ||

撃食器イ■■■■■

Ａ
呂

用
料

Ａ
呂 イ史名 ri 479Ａ

ハ
鮒
州

Ａ
Ａ

観患患C 帥島る閲
1稼 主基■,■■■■■■

小計額  9汚 沙つ沙  円 充当額  3/フクつ  円按分率   /



【参考様式 ⑫】領収書員占付加牽氏

□ 調査研究費

国 会議費

国 広報費

資料購入費

□ 広聴費

国 人件費

□ 要請 伊陳情活動費

□ 事務所費
I項 目】

□ 資料作成費

研修費

生内IΥ9 ηめT'あ ～ネケ貯

f/″
'レ

丁k

声膠ρ於

rΥ
r燃

√γ。お

小計額 る宝 0用 按分率   / 充当額 /夕 。   関



I参考様式⑦r領収書貼付用紙

摯理番暑 ぎ

閣 調査研究費

国 会議費

ビ 夢修費

国 資料作成費

国 広報費

資料購入費

国 広聴費

国人件費

□ 要請・陳情活動費

園 事務所費
【項目】

t埼!十為

f芝47tし )

→拓|14務 :

(乾

'″

tFた,

糖141-中■→1上オを
―
コオ|―■|

t十イマオ●砕■家)|

茅″為つ4Aの 考,を

(Iて
/し 'lι″

i).  .

寿鞠

小計額   ″〆′  円 按分率   / 充当額   ″ノ
`

調



【参考様式 ⑦】領収書員占付用紙

領 収 証

整理番号 学

2048年 2月 15日

舗 ;穏潤

2/1514時～ 現埼から犠る不豊被寅授

研修会愛H蘇代として

上絶 重 に懐理 いたしま tた

地方議員研究会
〒も30い0001

TEL

様

園 調査研究費

国 会議費

郎耕修費

口資料作成費

□広報費

資料購入費

□ 広聴費

□ 入件費

□ 要講・陳情活動費

囲 事務所費 、
【項目】

う

)

小計額 ・
デ沙′沙′θ  円 按分率  / 充当額  ・

'p.沙

ひ沙  閣



ヽ

駐 i々議鼻1閥1察 :傘

議員が 機`支ヽす察口ってお薯たい/1見場観点I

簾―蓼1鯵電 ∞彊饉∝轟&
籍1嬢1魔―罐1熱

―∞

肇影1鵜蓋

Ч

―
 やました

.| 
ま,こ

■由下■藁理子

「見場ぬ`ら奉見る家庭教育支援

∞
・少子高齢社会だからこそ求められる家庭教育支援

・子ども家庭庁設立における『就学前の子どもの育ち』と

『こどもまんなか社会』
n家庭教育支援チームやチーム学校で家庭教育を支える
。不登校予防は引きこもり予防 ～家庭教育支援事例紹介～

`増加の一途をたどる現在の「不登校」とは
,誰 再人取り残さない不登校支援とは

・ヤングケアラーなどの様々な課題に何ができるか

・保護者の声と不登校支援の実際

現場ぬヽも親る不量検支援

二錘鰈罐踵鐵鶏蹴 |
ケ■スを観学べ1導いてきた。家庭教育支援について各方面でセミナ■議獅歯菊φ
る(山騨県教育舞員会t細歌山県数蒼委員、PTAほか)      |  ■

―

日本賤一の心理国家愛格 公露心理師。                |
出版懇蒻:▼ これで解決 !母子盤校～不豊校にしない、させなぃ家庭教育～じ

MlKURU,MIRU(ミ ク
'レ

・ミル)代表



夢子崎み宏垢



セ ミナー参加行程表

1 期 日  令和 3年 2月 14日 (火)～ 2月 15日 (水 )

2月 14日  8時 0分発A N A460便で羽田空港ヘ

10時 1‐9分羽田空港着

19時 40分モノーレールにて浜松町へ

11常ゞ 80分浜松町駅から新橋駅着

12時 ホテル着 (相鉄フレッサイン新橋日比谷劇)

.    東京都港区新橋 1-14… 3 奮03-5157-2031

2月 15尉  9時ホテル出発 (有楽町 1丁 目新有楽町げル 2)ヘ

19時セミナー開始

- 16時 30分セミナー終了後羽観空港へ

12o時 1.5分発周躍望79便で那覇空港へ

■ -281時 05分着帰路
^

2、 行 程

3、 セミナエ内容 (株)地方議員研究会差催 ―

i議姫■出下 1其理子 (親まなびアドバイザー)

.■
―
主に不登校や家庭内暴力に悩む親を支援。

家庭教育支援アドバイザー

演題  「現場から視る家庭教育支援ど
「現場から視る不獲校支援」



広 報 費



【参考様式 ⑦】 領収書賭付用紙

〔項目】
回 調査研究費

囲 会議費

□ 研修費

□ 資料作成費

広報費

国 資料購入費

□ 広聴費

国 人件費

固 要請・陳情活動費

□ 事務所費

|

得意先コー ド お  得  意 先  名

1禅士(I喜   み了:孝A 殿

領  収  証

沙

盈後

年 月 / 日

¥ //r ′ rか っ

翠_ヒ_歯_嬢……ュ鰹_亀ゑ_森_14基 iよ筆Fr″η狭
上記金額正に領収致しました ぽ :す

'!'||,li:ィ

T。/:〆アメ〃,F.メ

金指奪感
あlすぽの1印

1:科 |:|ギ

|:'●
I■

――

'Fi
ri.:

|:

〒900・ 00禽0沖縄嬢撼I蔀市前轟a11 7
TEL(098)861-9145
FAX(098)861-9148

小計額   //食 虎彦 閑 按分率  / 充当額 //窮 ω∂翔

内

訳

現  金

小 切 手

銀行振込

手  形

オ露    差史

担当者印 取扱者 Eμ

● ●



(1)  倉J干J→移 前田潤議会だより裕 樹 2023年 2月 28日 (火 )

発行人

Fp  用J

前 日  潤

■-903‐0323

糸 満 市 新 垣 541-1
電苺争090-1942-5103
Fax 098-995-0534
あけばの印刷株式会社
蜀=900‐0016

那 覇 市 前 島 3-1-17
電言舌098-861-9145
Fax 098-861-9148糸満市の市花「日日革」

―宅地開発などが冦水の原因、
早急の敵警女す策奄 一

冠水の状況を示す (指先)農家の人

昨
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
市
諏
会
に
お
い
て
、
私

は
六
項
目

（①
冠
水
被
害
対
策
、
②
健
康
長
寿
、
③

個
人
情
報
、
④
市
長
の
政
治
姿
勢
、
⑤
税
制
、
⑥
老

朽
校
禽
）
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
冠
水
被
害
対

策
に
つ
い
て
の
要
旨
を
報
告
し
ま
す
。

河
川
流
域
の
面
積
、
超

水
対
策
は
？

前
田
　
大
里
か
ら
報
得
川
に
流
れ
る

県
適
糸
満
与
那
原
線
手
前
の
河
川
流

域
に
お
け
る
冠
水
問
題
に
つ
い
て
。
そ

の
面
積
、
最
下
流
の
川
幅

上
局
さ
、
旧

軽
便
鉄
道
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

・
県
道

糸
満
与
那
原
線
の
暗
梁
橋
の
川
幅

・

高
さ
、
冠
水
さ
せ
な
い
た
め
の
川
幅

・

高
さ
、
解
決
の
た
め
に
補
助
事
業
導

入
で
き
な
い
理
由
、
改
善
す
る
た
め
の

方
法
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
か
。

経
済
部
長
　
冠
水
地
域
の
面
積
は
、

全
流
域
面
積
１
３
３
惨
、
う
ち
土
地

改
良
区
内
２９
紗
、
残
り
１
０
４
惨
は

地
区
外
か
ら
の
流
入
。
河
川
の
最
下

流
の
川
幅
は
２
・
開
川
、
一尚
さ
１
・
４

房
。
旧
軽
便
鉄
道
ヨ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の

幅
は
２

●
４
”
、
高
さ
２
潔
。
暗
梁

橋
の
幅
３

，
６
”
、
一局
さ
２

●
８
メ
。

冠
水
さ
せ
な
い
た
め
の
川
幅
と
高
さ

は
、
近
年
に
お
け
る
降
雨
強
度
、
ま
た

は
そ
の
他
の
諸
条
件
を
加
味
し
排
水

断
面
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
再

度
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
理
解

す
る
た
め
、
現
時
点
で
は
特
定
で
き
な

い
。
補
助
事
業
が
で
き
な
い
理
由
は
、

当
該
水
路
は
農
振
農
用
地
域
外
に
位

置
す
る
た
め
幹
線
排
水
路
整
備
は
困

難
と
考
え
て
い
る
。
改
善
す
る
た
め
の

方
法
で
は
、
真
壁
西
地
区
と
し
て
実

施
し
て
い
る
農
村
集
落
基
盤
再
編
整

備
事
業
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
以

降
に
事
業
採
択
を
予
定
し
て
い
る
高

嶺
地
区
に
お
い
て
冠
水
対
策
が
図
れ
な

い
か
、
今
後
県
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

前
田
　
川
幅
が
川
上
よ
り
川
下
が
狭

く
な
る
と
り
つ
の
は
、
正
常
で
し
ょ
う
か
。

経
済
部
長
　
一
般
論
で
言
え
ば
、
川

下
が
大
き
く
な
る
べ
き
だ
と
思
う
。

冠

水

が

越

こ

る

原

因

ま
9

前
田
　
地
元
の
人
の
説
明
で
は
、
以

前
よ
り
も
冠
水
Ｑ
度
合
い
が
ひ
ど
く

今
一面

へ
つ
づ
く
）

力

じ

ゅ
ま

る

私
は
、
二
〇
二
一
年
十

一
月
の
糸

満
市
議
会
議
員
選
挙
で
、
皆
様
の
ご

支
援

・
ご
協
力
の
お
陰
で
当
選
す
る

糸
満
市
議
（泰
議
口員
　

単副

田

　

潤

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
当
選
か
ら

一

年
ニ
カ
月
が
過
ぎ
、
こ
の
関
五
回
の

市
議
会
が
開
か
れ
、
立
候
補
の
際
に

掲
げ
た

「辺
野
古
の
新
基
地
建
設
の

埋
め
た
て
に
糸
満
南
部
の
土
砂
は
使

わ
せ
な
い
こ
と
、
国
民
健
康
保
険
を

安
く
す
る
こ
と
、
学
校
給
食
を
無
料

に
す
る
こ
と
」
等
、
市
民
の
要
求
を

実
現
す
る
た
め
、
議
会
で
質
問
す
る

と
と
も
に
地
域
で
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
。

本
来
で
す
と
、
議
会
ご
と
に
、
そ

の
都
度
報
告
す
べ
き
で
し
た
が
、
日

頃

の
忙
殺
に
追
わ
れ
報
告

で
き
な

か

っ
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

今
回
、
あ
け
ぽ
の
印
刷

（株
）
の

ご
協
力
を
得
て
、
前
田
潤
議
会
だ
よ

り

『棒
樹

（
が
じ
ゅ
ま
る
ど

を
発
刊

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

議
会

（年
四
回
）
ご
と
に
報
告
が
で

き
る
よ
う
発
行
し
て
い
く
予
定
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

議
（▲だ
よ
り
『構
樹
』
の
発
刊
に
み
た
って
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全

面
か
ら
の
つ
づ
き
）

な

っ
て
い
る
と
言

っ
て
い
る
が
、
ど

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

経
済
部
長
　
流
域
面
積
の
土
地
改
良

区
内
を
除
い
た
残
り
１
０
４
”
は
、

宅
地
開
発
が
進
ん
で
い
る
地
区
外
か

ら
の
流
入
が
原
因
と
な

っ
て
冠
水
が

起
こ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

前
田
　
県
道
７
号
線
か
ら
も
流
入
し

て
お
り
、
県
に
も
こ
の
問
題
を
改
善
す

る
た
め
の
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

経
済
部
長
　
す
ぐ
に
県
の
責
任
を
開

う
前
に
調
査
等
も
必
要
な
の
で
、
今

後
、
県
と
市
と
お
互
い
に
協
議
し
て

事
業
を
す
す
め
た
い
。

前
田
　
な
ぜ
、
ウ】の
冠
水
地
区
は
、
上

流
は
整
備
さ
れ
て
下
流
は
そ
の
ま
ま

に
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

経
済
部
長
　
下
流
地
に
お
い
て
も
、

大
量
北
土
地
改
良
事
業
を
実
施
す
る

予
定
で
し
た
が
、
諸
事
情
で
計
画
か

ら
外
れ
、
よ
つ
て
排
水
路
整
備
が
な

さ
れ
て
い
な
い
状
況
。

前
田

ゴ
ル
フ
場
の
道
路
か
ら
も
か

な
り
雨
水
が
県
適
７
号
線
に
流
入
し

て
流
水
を
増
や
し
て
い
る
。
ウ」の
こ
と

は
、
影
響
一し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

経
済
部
長
　
ゴ
ル
フ
場
の
開
発
も
含

め
て
、
冠
水
の
一
つ
の
原
因
と
考
え

て
い
る
。
冠
水
対
策
で
、
そ
れ
相
当

の
改
善
対
策
費
が
か
か
る
。

べ
き
で
な
い
か
、
保
安
林
は
オ
カ
ヤ
ド

カ
ジ
等
を
守
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
が
、
保
全
対
策
を
何
う
。

経
済
部
長
　
浜

へ
の
車
両
の
防
止
対

策
と
し
て
柵
の
設
置
を
検
討
し
て
い

た
が
、
地
元
か
ら
景
観
が
そ
こ
な
わ

れ
た
り
、
湧
き
水
を
汲
み
に
訪
れ
る

際
に
支
障
と
な
る
こ
と
や
、
緊
急
時

の
救
助
作
業
に
影
響
を
及
ぽ
す
と
の

こ
と
か
ら
、
柵
の
設
置
に
い
た
っ
て

い
な
い
。
今
後
、
県
や
地
元
白
治
会

等
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
対
策
を
検

討
し
た
い
。
米
須
、
大
渡
海
岸
の
裸

命
対
策
た
つ
い
て
は
、　
一
部
樹
本
の

立
ち
構
れ
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
適
正
管
班
の
必
要
性
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
翻
体

へ
の
支
援
を
１

前
田
　
亀
の
卵
を
守
る
会
の
ポ
ラ
ン

テ
イ
ア
が

一
年
３
６
５
悧
３
６
人
体

制
で
雨
の
目
も
風
の
日
も
見
守
り
と

収
集
活
動
し
て
い
る
。
糸
満
市
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体

へ
の
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。
保
安
林
の
場
所
が

駐
車
場
化
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

糸
満
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

経
済
部
長
　
帯
と
し
て
は
、
保
安
林

に
基
づ
い
た
形
で
で
き
な
い
か
、
例
え
ば

枢
裁
を
し
た
り
、
そ
う
い
つ
こ
と
を
南

部
事
務
所
と
話
を
し
て
い
る
。
今
後
、

保
安
林
の
通
正
管
理
と
で
つ
い
い
方
法

が
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

蝶
境
毎
・政
呵
漂
着
ゴ
ミ
聞
題
ギ
・

大
授
豫
摩
ら
蝶
壌
一保
．全
に
つ
．い
て
．

―
ゥ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
の
保
護
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
支
援
を
―

当
選
後
ゝ
初
の
議
会
で
あ
っ
た
三
０
二

一
年
十
二
月
の
議
会
で
は
四

項
目

（①
農
村
整
備
行
政
、
②
環
境
行
政
、
③
国
民
健
康
保
険
事
業
、

④
学
校
給
食
）
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
環
境
行
政
に
つ
い
て
要
旨

を
報
告
し
ま
す
。

軽
石
漂
着
に
よ
る
ウ

ミ
ガ
メ
ヘ
の
影
響
の

対
応
は
？

一刷
田
　
軽
石
の
漂
着
に
よ
る
ウ
ミ
ガ
メ

の
産
卵
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
危
懐

さ
れ
る
が
、
対
応
を
伺
う
。
漂
着
ご
み

の
処
理
費
用
は
県
が
負
担
す
べ
き
と
考

え
る
が
、

県
に
要
求

す
る
か
じ

市
民
健
康

部
長
　
ウ

ミ
ガ
メ
の

産
卵
時
期

で
あ
る
夏

場
ま
で
に

は
市
や
関

係
機
関
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
等
と
連
携
し
回
収
に

努
め
る
。
現
在
、
令
和
四
年
度
沖
縄

県
稗
洋
漂
着
物
等
地
域
対
策
雑
進
事

業
申
請
に
向
け
て
調
整
を
行

っ
て
い

玄０
。

前
田
　
米
須
、
大
渡
海
岸
の
環
境
保

全
に
つ
い
て
、
希
少
動
物
を
守
る
た
め

に
、
浜
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
は
制
限
す

漂着した軽石とゴミ

ボランティアがゴミを収集

市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

議
国
　
市
長
の
言
う
保
守
と
は
、

市
民
党
と
は
何
か
っ

薦
長

保
守
と
は
、
急
激
な
改
革
を

取
ら
な
ｒ
立
場
。
市
民
党
と
は
、

二
等
議
の
選
挙
で
ど
の
政
党
か
ら

も
公
認
や
推
薦
を
受
け
ず
に
多
く

の
市
民
を
背
に
選
挙
戦
を
た
た
か

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
そ
の
こ
と
で
市

民
党
と
い
つ
こ
と
で
さ
せ
イヽ
い
た
だ
い

て
い
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
機
翻
の

影
響
に
つ
掛
て

前
田
　
イ
ン
ポ
イ
ス
税
制
底
、
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。

経
済
部
長
　
免
税
事
業
者
が
登
録

を
受
け
た
場
合
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発

行
で
き
、
課
税
業
者
と
し
て
消
費

税
の
申
告
が
必
要
。
受
け
な
い
場

合
、
イ
ン
ボ
イ
ス
は
発
行
で
き
ず
、

売
上
先
は
仕
入
れ
税
額
控
除
が
適

用
さ
れ
な
い
。
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老
人
ク
ラ
プ

の
現
状

と
結
成
率
を
高
め
る

対
策
は
？

前
田
　
老
入
ク
ラ
プ
の
現
状
に
つ
い

て
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
社
会
的
役
割
、

老
人
ク
ラ
プ

ヘ
の

市
の
動
成
、
老
人

ク
ラ
プ
の
結
成
率

を
高
め
る
対
策
を

何
う
。

福
祉
部
長
　
老
人

ク
ラ
ノ
と
は
地
域

を
基
盤
と
す
る
高

静
者
の
自
主
的
組

織
。
目
的
は
伸
関

づ
く
り
を
通
し
て

生
き
が
い
と
健
康

づ
く
り
、
生
活
を

豊
か
に
薬
し
い
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
知
識
や

経
験
を
生
か
し
て
地
域
の
諸
団
体
と

協
働
し
、
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会

活
動
に
取
り
組
み
、
明
る
い
長
寿
社

会
づ
く
り
、
保
健
福
社
に
努
め
る
こ

と
。
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
や
、
介
護
予
防
の
効
果
が
期

待
で
き
る
活
動
と
、
認
識
し
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
プ

ヘ
の
市
の
助
成
は
、

単
位
老
人
ク
ラ
プ
Ｈ
力
所

へ
合
計
１

０
８
万
閣
。
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

へ
２
０
２
万
４
０
０
０
円
、
南
部
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

へ
７
０
万
２

０
０
０
円
の
補
助
金
を
予
算
化
し
て

い
る
。

市
長
　
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
の
で
、
そ
の
要
因
を
探

ナ
、
高
齢
者
が
求
め
て
い
る
活
動
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
高
齢
著

の
社
会
参
加
へ
の
エ
ー
ズ
を
調
査
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
を
分
析
し
、
高
齢

者
の
生
活
実
態
に
合
っ
た
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
と
検
討
を
進
め
る
予
定
。

ま
た
、
参
加
促
進
に
向
け
て
、
市
の

ホ
Ｉ
Ａ
ペ
ー
ジ
や
広
報
紬
等
へ
活
動
内

容
を
掲
載
し
協
力
し
て
い
く
。

老
人
ク
ラ
プ
が
存
続

で
き
な
く
な

つ
た
原

因
は
？

前
田

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
数
は
、

ピ
ー
ク
時
３８
単
位
あ
っ
た
。
令
和
３

年
度
お
い
て
、
糸
老
入
ク
ラ
ブ
連
合

会
は
｛
１１
単
位
ク
ラ
ブ
、
会
員
数
５

６
４
名
と
の
こ
と
。
各
地
の
老
人
ク

ラ
ブ
が
存
続
で
き
な
く
な
っ
た
原
因

を
、
市
当
局
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
ゅ

福
祉
部
長
　
地
区
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

要
因
は
違
う
と
は
思
う
が
、
私
ど
も

に
届
い
て
い
る
声
は
、
老
入
ク
ラ
プ

に
加
入
す
る
こ
と
で
、
補
助
金
の
講

求
や
会
費
の
納
付
等
、
事
務
処
理
業

務
な
ど
か
ら
役
員
の
機
い
手
が
い
な

い
、
会
費
に
見
合
う
活
動
が
な
い
等

の
声
を
確
認
し
て
い
る
。

前
理
　
昨
封
、
糸
満
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
会
長
と
お
会
い
し
て
き
た
。

会
長
か
ら
財
政
、
会
費
、
派
遣
資
の

補
助
等
、
市
婆
潟

へ
の
要
望
も
含
め

た
メ
モ
を
項
い
て
説
明
を
受
け
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
市
は

ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
る
か
、
伺
う
。

福
祉
部
長
　
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
か

ら
要
望
書
を
受
け
て
い
る
。
補
助
対

象
経
費
の
見
直
し
は
、
本
年
度
予
算

の
中
で
調
整
し
て
支
給
で
き
な
い
か

と
、
準
備
を
す
す
め
て
い
る
。
市
か

ら
の
補
助
金
額
は
維
持
ベ
ー
ス
な
の

で
、
加
入
者
が
減
少
し
て
い
る
中
で

は
、

一
人
あ
た
り
の
補
助
金
額
は

年
々
上
昇
し
て
い
る
。
補
助
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
連
合
会
の
運
営
の
中
身

を

一
緒
に
な
っ
て
精
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
上
で
見
直
し
を

一
緒
に
研

究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
次
年
度
の
中
で
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

―
老
人
ク
ラ
ブ
の
結
成
率
を
高
め
る
対
策
を
―

昨
年
二
月
の
議
会
で
は
七
項
目
（①
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
、
②
教
育
行

政
、
③
瑕
筑
問
題
、
④
農
業
政
策
、
⑤
燃
料
高
騰
へ
の
対
策
、
⑥
公
園
整
備

事
業
、
⑦
オ
ス
プ
レ
イ
の
実
態
）
に
つ
い
て
資
関
し
ま
し
た
。
健
康
長
寿
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
要
旨
を
報
告
し
ま
す
。

前
田
　
よ
り
安
全
な
地
元
の
食
材
の

活
用
を
求
め
る
。
学
校
給
食
の
無
償

化
を
求
め
る
。

教
育
長

地
元
陛
の
食
材
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
で
会
議
を

開
き
、
地
元
産
食
材
を
活
用
し
て
い

る
。
学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
厳
し

い
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
は
必
要
と

認
識
し
、
令
和
３
年
度
は
給
食
費
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
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農業・ 漁1業行政について
一糸満市は、県の農業・漁業

を牽引する重要な産業一

昨
年
六
月
の
議
会
で
は
七
項
目
（①
遭
路
行
政
及
び
冠
水
対
策
、
②
農

業

・
漁
業
行
政
、
③
教
育
行
政
、
④
コ
ロ
ナ
ワ
ク
テ
ン
の
副
反
応
、
⑥

農
村
地
域
公
園
の
遊
具
、
③
摩
文
仁
、
宇
江
城
の
土
地
改
良
事
業
、
⑦
平

和
行
政
）
に
つ
い
て
資
闘
し
ま
し
た
。
農
業

・
漁
業
行
数
ゝ
執
育
行
政

に
つ
佛
て
要
旨
を
報
告
し
ま
す
。

か
、
側
う
。

経
済
部
長
　
園
な
ど
の
補
助
金
制
度

を
農
家
の
皆
さ
ん
に
周
知
を
瀾
り
、

支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、

今
後
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
市
独
自
の
取
り
組
み
が
必
要
か

検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

前
田
　
や
は
り
、
園
や
県
待
ち
で
は

な
く
て
、
糸
満
市
で
農
家
の
た
め
に

こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
と
い
う
こ

も
る
も
ろ
の
高
騰
の

実
態
、
そ
の
対
策
は
？

前
田

糸
満
市
は
、
沖
縄
県
の
農

業
、
漁
業
を
尊
引
し
て
お
り
、
糸
満

市
に
と
っ
て
こ
の
第

一
次
産
業
は
非

常
に
重
要
な
産
業
で
あ
る
。
燃
料
、

肥
料
、
鋼
料
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の

高
騰
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
、

そ
の
対
策
を
国
や
県
に
求
め
て
い
る

糸満常にとって農業は な産業である

と
を
述
べ
て
、
そ
し
て
国
、
県
に
強

　
て
い
た
だ
き
た
い
。

く
要
求
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
し

ラ
ー
は
果
が
配
置
し
て
い
る
。
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
ヘ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
教
職
員
に
対
し
て
の
研
修
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
部
活
動
の
外
部
指
導

員
は
、
部
活
動
指
導
員
と
外
部
指
導

者
の
２
種
類
、
部
活
動
指
導
員
は
、

校
長
の
監
督
を
受
け
ゝ
部
活
動
の
技

術
指
導
や
大
会
、
練
習
試
合
と
い
っ

た
活
動
の
引
率
な
ど
に
携
わ
る
人

材
。
外
部
指
導
者
は
部
活
動
の
担
当

教
員
と
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
主
に

技
術
面
の
指
導
を
行
う
人
材
。

一教
育
行
政
呵
子
ど
・も
の
権
利
条

■細
一や
イ
ン
グ
舛
カ
テ
ト
の
箕
．態

権
利
条
約
、
校
則
の
目

的
は
？

前
園
　
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い

て
の
認
識
、
校
則
に
つ
い
て
、
そ
の

目
的
、
校
則
指
導
に
お
い
て
人
権
は

ど
の
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
轟
置
（
部
活
の
外
部
指
導
員
の
実

態
に
つ
い
て
何
う
。

教
育
長
　
子
ど
も

の
権
利
条
約
と

は
、
子
ど
も
が

一
人
の
人
蘭
と
し
て

基
本
的
人
権
を
所
有
し
、
そ
れ
を
行

使
す
る
権
利
を
保
障
す
る
条
約
と
認

識
し
て
い
る
。
校
則
は
教
育
的
意
義

を
有
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一
人

一
人
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
を

行
う
と
と
も
に
、
兄
重
生
徒
の
内
面

的
な
自
覚
を
促
し
、
校
則
を
自
分
の

も
の
と
し
て
自
主
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
対
応
を

行

っ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
教
育
指
導
監
　
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
、
小
学
５
、
６

年
生
対
象
に
調
査
、
結
果
全
体
の
１４

％
、
４
３
４
人
が
家
族
に
世
話
し
て

い
る
人
が
い
る
。
全
国
調
査
に
比
べ

て
高

い
数
値
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

″ ―
や

―
● 苺 】ヽ

― "― |

平
和
行
敵
に
つ
い
て

前
田
　
中
国
と
台
湾
が
紛
争
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
と
の
理
由
で
、
南
西

諸
鳥
に
お
け
る
自
衛
隊
基
地
の
強
化

並
び
に
米
革
の
民
間
空
港
使
淵
が
増

加
し
て
い
る
。
沖
縄
が
戦
場
に
な
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
倒
う
。

市
長
　
糸
満
常
は
沖
縄
戦
最
後
の
激

戦
地
と
な
り
多
く
の
命
や
財
産
が
失

わ
れ
た
。
こ
の
歴
史
酌
背
景
を
持

つ

本
市
は
、
基
本
理
念
に

一
ひ
か

，
と

み
ど
う
と
い
の
ち
の
ま
ち
一
を
掲
げ
、

平
成
近
年
平
和
都
市
宜
言
を
行

っ
て

い
る
。
あ
の
悲
惨
な
戦
争
が
二
度
と

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
後
世
た
伝
え

る
こ
と
が
私
た
ち
糸
満
市
民
の
使
命

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

盛

二

暁

準

竜

　

名

城

ハ

崎

６

会

金

山

浦

他

員

・・
‥

‥

委

長

長

員

離
良
娘

会

委

副

委

議

糸満市議会の構成

総務委員会

委 員 長 :金城一文

蔦1委員長 :金城 敏

委  員 :6名

民生委員会

委 員 長 :浦崎 焼

副〕委員長 :新垣勇太

委  員 :5名

経済建設委員会

委 員 長 :金城 敦

副委員長 :曲 内竜二

委  員 :前田 潤

他 4名

|

t

t

彗



資料購入費



【参考様式 ①】領収善難付用紙

整理番号 る

I項 目】
□ 調査研究費

国 会議費

□ 研修費

国 資料作成費

広報費

ェ資料購入費

□ 広穂費

国 人件費忌
国 要請 い陳情活動費

国 事務所費

:

:

:

領 収 証

但し 日本教育新聞 員毒読料

員昔読井月間(年月):  2022年4月 2023年 3月

支払方法 1: コンビニエンスストア払い

領収日 :  2022/5/18

上記の金額正に領収いたしました

株式会社日

東京都港区白

TEL

●
扱
者
印

金 額 ェ ¥33,000-

収

入

印

紙

小計額 θゴつつど〉円充 当額弓゙θσθ 閣 核分率   /



【参考様式@】 領収書貼付用紙

口 調査夢究費

国 会議費

口研修費

国 資料作成費

・ロ

ゴ
国 要請 ,陳情活動費

□ 事務所費

【項目】 広報費 囲 広聴費

人件費

領   収   証

様

ヽ

内  訳

偲翼霧際滓 とヾをて  
―

上 記 正 に領 収 い た し ま した

〒580‐ 0041大阪府

TEL 0 6■ 6766
税抜金額

消費猟額等( つ/ο )

壽クヨ ウケ‐1048

小計額  ど′∂沙沙  閣 充当額接分率   / あ′て少つ沙  円



【参考様式 ④】領収書貝占付用紙

整理番号

□ 調査研究費

国 会議費

El研修費

□ 資料作成費

国 広報費

芝資料購入費

口 広聴費

国 人件費

□ 要請・陳情活動費

□ 事務所費
【項目】

小計額  'ど
ノ
夕ρ沙  閑 接分率  / 充当額 ジど歩ダ沙沙 円



【参考様式 ⑦】領収善貼付用紙

整理番号 ア

【項目】
□ 調査研究費

国 会議費

囲 研修費

□ 資料作成費

□広報費

留 資料購入費

圧l広穂費

国 人件費

国 要講 。陳情活動費

回 事務所費

No
垂
霞颯又令買

え穐博 |,:1 様  輩サ 戸υ∵、疎 茸舜

鋳球霧響宝嶽V・ (五)

携 帯

、と
~年

ぅ周ブ玲
″
圏

の通 り領 収致 しま tン た o

¥、●F./rr″金  額

Fゑ、を示考々:史 /芝みみ正孝ρダす お/1カ 'と
'

T,ソ
字ヤタ線:湯 み節傷

・
Ⅲ

キカえ芝二F勇 ヂズt

密涼蔑デ多
いか
′
衆

/″江/r'と'一
″

合  計

小計額  'あ′夕沙沙 円 按分率   / 充当額   '必′夕つ沙  円


